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〜
」。
医
師
も
日
常
診
療
で
使
い

が
ち
な
言
葉
で
あ
る
。
家
族
、
友

人
間
で
は
違
和
感
な
く
、
好
ま
し

く
も
感
じ
る
が
、
国
家
や
政
治
家

か
ら
言
わ
れ
る
と
少
々
う
さ
ん
臭

い
。「
自
助
・
共
助
・
公
助
の
適

切
な
組
み
合
わ
せ
」「
尊
厳
死
の

法
制
化
」
…
「
う
ん
？　

ほ
ん
と

に
私
の
た
め
？
」「
医
療
費
の
節

約
の
た
め
じ
ゃ
な
い
？
」
▼
さ
ら

に
「
人
生
会
議
・
Ａ
Ｃ
Ｐ
し
て
み

ま
せ
ん
か
？
」
と
も
。
Ａ
Ｃ
Ｐ
と

は
「
あ
な
た
が
大
事
に
し
て
い
る

こ
と
や
望
ん
で
い
る
こ
と
、
ど
こ

で
、
ど
の
よ
う
な
医
療
・
ケ
ア
を

受
け
た
い
か
を
、
自
分
自
身
で
前

も
っ
て
考
え
、
周
囲
の
信
頼
す
る

人
た
ち
と
共
有
し
て
お
く
こ

と
」。
大
事
で
あ
る
。
し
か
し
な

ぜ
「
大
事
」
な
の
か
。「
尊
厳
あ

る
死
」
は
重
要
だ
が
、
そ
の
前
に

「
尊
厳
あ
る
生
」
を
な
い
が
し
ろ

に
し
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
▼
「
不

元
気
で
長
生
き
」
や
「
不
健
康
寿

命
が
長
い
」
は
ダ
メ
な
の
か
。

「
周
り
に
迷
惑
」
と
は
、
周
囲
へ

の
「
余
計
な
手
間
」
や
「
無
駄
な

お
金
」
か
。
不
健
康
状
態
や
寝
た

き
り
が
長
く
な
っ
て
も
「
周
り
に

迷
惑
」
を
心
配
せ
ず
に
生
き
て
い

け
る
社
会
が
必
要
で
は
な
い
か
▼

障
害
を
持
つ
子
ど
も
さ
ん
の
親
は

い
つ
も
悩
ん
で
い
る
。「
私
が
亡

く
な
っ
た
ら
こ
の
子
は
ど
う
な
る

の
」「
こ
の
子
よ
り
１
日
で
い
い

か
ら
長
生
き
し
た
い
」。
百
万
人

と
い
わ
れ
る
８
０
５
０
問
題
も
同

じ
だ
。「
心
配
な
い
で
す
よ
。
社

会
全
体
で
支
え
て
い
き
ま
す
か

ら
」
が
必
要
で
あ
る
▼
医
師
と
し

て
「
元
気
で
長
生
き
」「
Ｐ
Ｐ

Ｋ
」
の
考
え
の
根
っ
こ
に
思
い
を

馳
せ
、
安
易
な
使
用
で
誰
か
を
傷

つ
け
な
い
よ
う
に
し
た
い
（
空
）

　

「
元
気
で
長
生
き

し
よ
う
」「
寝
た
き

り
よ
り
Ｐ
Ｐ
Ｋ
（
ピ

ン
ピ
ン
コ
ロ
リ
）
や

な
」「
そ
う
や
な
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歯科保険請求Q&A
〈診療情報連携共有料〉

研
面
究 ４面
歯科定例研究会より
「“リンゴ丸かじりができる”
全部床義歯」

３面

３・５～６面に案内３・５～６面に案内

秋の共済制度募集秋の共済制度募集
好評受付中！好評受付中！

第33回日常診療経験交流会を開催

かがかがやくやく未来未来つくろうつくろう
　

日
常
診
療
で
の
気
づ
き
、
思
い
を
交
流
し
、
患
者
・
医
療
者
の
未

来
を
か
が
や
か
せ
よ
う
―
―
。
協
会
は
10
月
27
日
、
第
33
回
日
常
診

療
経
験
交
流
会
を
協
会
会
議
室
と
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
で
開
催
。
メ
イ

ン
テ
ー
マ
を
「
か
が
や
く
未
来
は
く
る
の
か
」
と
し
、
分
科
会
で
医

師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤
師
・
ス
タ
ッ
フ
ら
が
日
常
診
療
の
工
夫
や
気

付
き
な
ど
を
発
表
し
、
質
疑
応
答
な
ど
で
交
流
を
深
め
た
。
特
別
講

演
は
「
認
知
症
の
精
神
療
法
の
経
験
か
ら
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
東

京
慈
恵
会
医
科
大
学
名
誉
教
授
の
繁
田
雅
弘
先
生
が
講
演
し
た
。
会

場
に
54
人
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
31
人
の
計
85
人
が
参
加
し
た
。

分
科
会
で
は
活
発
に
質
疑
応
答
が
交
わ
さ
れ
た

　

分
科
会
は
午
前
中
に
３
会
場
で

開
催
。
医
師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤

師
ら
20
人
が
22
演
題
を
発
表
し

た
。

　

「
日
常
診
療
に
お
け
る
認
知
機

能
障
害
と
睡
眠
障
害
」「
開
業
医

が
見
つ
け
た
早
期
口
腔
が
ん
の
臨

床
的
検
討
」
な
ど
の
、
日
常
診
療

で
経
験
し
た
症
例
の
紹
介
や
、

こ
ま
で
み
れ
る
か
」「
医
療
保
険

と
介
護
保
険
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
」
な
ど
薬
剤
師
と
医
師
、
医

療
と
介
護
な
ど
多
職
種
が
関
わ
る

演
題
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
種
が

交
流
を
深
め
る
機
会
と
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

の
効
果
や
関
連
疾
患
に
関
す
る
演

題
発
表
、「
東
日
本
被
災
地
訪
問

と
福
島
原
発
周
辺
環
境
下
で
の
２

０
２
３
年
４
月
お
よ
び
２
０
２
４

年
５
月
線
量
率
測
定
結
果
」「
韓

国
視
察
ツ
ア
ー
」「
震
災
ア
ス
ベ

ス
ト
ア
ン
ケ
ー
ト
」
な
ど
協
会
各

支
部
・
専
門
部
で
の
取
り
組
み
の

報
告
や
、
ア
ス
ベ
ス
ト
、
公
害
問

題
、
漢
方
薬
に
関
す
る
展
示
な
ど

も
行
わ
れ
た
。

　

特
別
講
演
で
は
繁
田
先
生
が
、

認
知
症
の
患
者
、
家
族
に
ど
の
よ

う
に
向
き
合
う
か
に
つ
い
て
、
自

身
の
豊
富
な
診
療
経
験
、
介
護
の

経
験
を
踏
ま
え
て
、
具
体
的
に
紹

介
。
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症

の
人
と
の
対
話
で
は
、
本
人
に
誠

実
に
向
き
合
い
、
意
思
を
引
き
出

し
、
生
き
が
い
を
言
語
化
し
て
も

ら
う
と
い
う
傾
聴
が
重
要
で
あ
る

と
し
た
。

「
か
か
り
つ
け
医
と
難

病
の
在
宅
ケ
ア
」
な

ど
、
在
宅
医
療
で
の
工

夫
が
報
告
さ
れ
、
活
発

な
意
見
交
換
が
さ
れ

た
。

　

ま
た
、「
疑
義
紹
介

で
処
方
変
更
に
つ
な
が

っ
た
事
例
」「
薬
剤
師

が
日
常
の
調
剤
に
お
い

て
気
を
つ
け
て
い
る
こ

と
」、「
介
護
施
設
で
ど

特別講演
「
認
知
症
の
精
神
療
法
」

繁
田
雅
弘
先
生
が
講
演

兵
庫
県
知
事
選
挙
は

兵
庫
県
知
事
選
挙
は
1111
月月
1717
日
投
開
票

日
投
開
票

多職種が多彩な話題で交流
1010・・3131告示　おおさわ候補が第一声告示　おおさわ候補が第一声

 協会役員が各地でおおさわ候補を激励 協会役員が各地でおおさわ候補を激励

医師の知事で医療医師の知事で医療・・介護充実の県政へ介護充実の県政へ

（上）31日朝、元町駅前で決意
を語るおおさわ候補
（左上）４日の小池晃参議院議
員（左）との街頭対談には口分
田副理事長（右端）も応援にか
けつけた
（左下）住吉駅では、藤末副議
長（右２人目）が応援演説した

　

兵
庫
県
知
事
選
挙
が
10
月
31
日

に
告
示
さ
れ
た
。
協
会
が
支
持
推

薦
す
る
お
お
さ
わ
芳
清
候
補
（
協

会
理
事
、
尼
崎
医
療
生
協
病
院
院

長
）
は
告
示
日
に
、
元
町
駅
前
で

第
一
声
。

　

集
ま
っ
た
人
た
ち
に
「
コ
ロ
ナ

禍
で
重
症
に
な
っ
て
も
高
度
医
療

機
関
に
転
送
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
保
健
所
の
職
員
も
開
業

医
も
病
院
の
先
生
も
誰
も
が
が
ん

ば
っ
て
い
た
が
、
医
療
崩
壊
と
言

わ
れ
る
状
態
に
な
っ
た
。
こ
れ
は

コ
ロ
ナ
前
か
ら
保
健
所
や
ベ
ッ
ド

が
減
ら
さ
れ
て
い
た
か
ら
だ
」

「
医
師
・
看
護
師
だ
け
で
な
く
、

介
護
職
員
も
ま
っ
た
く
足
り
て
い

な
い
」「
医
療
・
介
護
の
充
実
に

取
り
組
む
」
と
訴
え
た
。

　

告
示
日
に
は
武
村
義
人
副
理
事

長
が
生
田
診
療
所
前
で
、
郷
地
秀

夫
理
事
が
東
神
戸
診
療
所
前
で
、

１
日
に
は
藤
末
衛
副
議
長
が
住
吉

駅
改
札
口
で
、
４
日
に
は
口
分
田

真
副
理
事
長
が
三
宮
・
セ
ン
タ
ー

街
で
お
お
さ
わ
候
補
を
激
励
し

た
。

　

２
日
に
は
北
阪
神
支
部
の
総
会

に
も
参
加
し
「
医
療
充
実
の
県
政

に
変
え
る
」
と
決
意
表
明
し
た
。

（
２
面
に
大
澤
芳
清
氏
を
応
援
す

る
有
志
の
会
「
ウ
ィ
ー
ラ
ブ
ひ
ょ

う
ご
ド
ク
タ
ー
ズ
」
の
ア
ピ
ー
ル

賛
同
者
一
覧
を
掲
載
）

北阪神支部総会で中井支部長（右３人目）と
握手し、決意表明　　　　　　　　　　　　

使わなくていい？「マイナ保険証」使わなくていい？「マイナ保険証」

兵庫県弁護士会　市民シンポジウム（兵庫県保険医協会　共催）

お問い合わせは、☎078－393－1807まで

日　時　 11月23日（土・祝）14時～16時50分（開場13時30分）
会　場　 兵庫県弁護士会館講堂（オンライン併用）
プログラム
第１部　基調講演 ジャーナリスト　斎藤貴男氏
第２部　パネルディスカッション ジャーナリスト　斎藤貴男氏
 兵庫県保険医協会理事長　西山裕康氏
 大阪弁護士会　坂本　団氏
参加費　無料

Zoom視聴はこちらから
（事前登録なく、直接ご視聴いただけます）
https://us06web.zoom.us/j/87813197101
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◇
参
加　

21
人

◇
情
勢　

厚
生
労
働
省
は
、
マ
イ

ナ
保
険
証
の
利
用
促
進
を
目
指

し
、
利
用
実
績
が
著
し
く
低
い
医

療
機
関
や
薬
局
を
対
象
に
個
別
ア

プ
ロ
ー
チ
す
る
方
針
を
示
し
た
。

◇
医
療
運
動
対
策　

①
兵
庫
県
知

事
選
挙
に
つ
い
て
、
ⅰ
）
邉
見
公

雄
先
生
に
大
澤
理
事
ら
が
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
行
い
、
兵
庫
保
険
医
新

聞
10
／
25
付
に
掲
載
、
ⅱ
）
各
候

補
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た

こ
と
、
②
兵
庫
県
弁
護
士
会
と
マ

イ
ナ
保
険
証
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
（
11
／
23
、
講
師
：
斎
藤
貴

男
氏
）
を
開
催
す
る
こ
と
等
が
報

告
さ
れ
た
。

◇
組
織
強
化
月
間
と
共
済
普
及
対

策　

加
古
川
中
央
市
民
病
院
で
９

／
27
、
10
／
10
・
24
の
３
日
間
、

医
局
前
に
ブ
ー
ス
を
設
置
し
協
会

の
宣
伝
活
動
を
実
施
し
た
こ
と
、

歯
科
で
は
歯
科
施
設
基
準
研
究
会

を
通
じ
て
通
算
10
人
の
入
会
を
得

た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
政
策
部　

「
地
域
に
お
け
る
病

院
統
廃
合
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
」
の
実
施
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
環
境
・
公
害
対
策
部　

①
経
団

連
戸
倉
会
長
宛
「
原
発
・
石
炭
化

発
に
固
執
す
る
『
第
７
次
エ
ネ
ル

ギ
ー
基
本
計
画
の
見
直
し
に
向
け

た
提
言
』
に
抗
議
す
る
」
声
明
、

②
関
電
榊
原
会
長
宛
「
老
朽
化
し

た
美
浜
原
発
３
号
機
の
海
水
漏
れ

を
受
け
、
同
原
発
の
廃
炉
を
求
め

る
」
声
明
が
了
承
さ
れ
た
。

◇
国
際
部　

「
映
画
『
医
学
生
ガ

ザ
へ
行
く
』
上
映
会
＋
ト
ー
ク
企

画
」（
10
／
13
、
ト
ー
ク
出
演

者
：
猫
塚
義
夫
医
師
・
北
海
道
パ

レ
ス
チ
ナ
医
療
奉
仕
団
、
植
村
和

平
医
師
・
奥
尻
町
国
保
病
院
医

長
）
が
開
催
さ
れ
た
こ
と
が
報
告

さ
れ
た
。

 

（
10
月
26
日　

理
事
会
よ
り
）

ご注文は、☎078－393－1807まで

「保険証を残そう!!」「保険証を残そう!!」

一人でも多くの方の声が力になります。
新国会へ11月28日、提出しますので、
お手元の署名を至急ご返送ください。

12月２日からの保険証廃止ストップ！

署名を署名を
ご返送ご返送
くださいください

◀
署
名
用
紙

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
時
の
ア
ス

ベ
ス
ト
飛
散
リ
ス
ク
と
そ
の
対
策

に
つ
い
て
、
協
会
環
境
・
公
害
対

策
部
は
10
月
30
日
、
神
戸
市
環
境

局
で
、
神
戸
市
と
懇
談
を
行
っ

た
。
こ
の
問
題
で
の
懇
談
は
８
月

に
つ
づ
き
２
回
目
。

　

協
会
か
ら
森
岡
芳
雄
副
理
事

長
、
上
田
進
久
評
議
員
が
、
神
戸

市
か
ら
は
環
境
局
環
境
保
全
課
、

健
康
局
保
健
所
保
健
課
公
害
担
当

者
が
参
加
し
た
。

　

８
月
の
懇
談
で
は
、
協
会
は
阪

神
・
淡
路
大
震
災
時
の
ア
ス
ベ
ス

ト
曝
露
の
リ
ス
ク
評
価
、
今
後
の

被
害
の
早
期
発
見
や
フ
ォ
ロ
ー
の

体
制
に
つ
い
て
、
神
戸
市
の
見
解

を
求
め
た
。
特
に
、
市
が
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
に
て
「
ア
ス
ベ
ス
ト
が
飛

散
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
た
」
と

し
て
、
当
時
の
一
般
環
境
調
査
結

果
を
示
し
「
震
災
後
の
一
時
期
、

一
般
環
境
中
の
ア
ス
ベ
ス
ト
濃
度

は
比
較
的
高
い
レ
ベ
ル
に
あ
っ
た

が
、
10
本
／
リ
ッ
ト
ル
の
基
準
値

と
比
較
し
て
数
分
の
一
程
度
で
あ

り
（
略
）
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、

一
般
市
民
へ
の
震
災
に
よ
る
ア
ス

等
の
問
診
票
に
震
災
で
の
曝
露
の

可
能
性
に
つ
い
て
加
え
る
）
も
要

望
し
た
。

　

30
日
の
懇
談
で
、
神
戸
市
は
協

会
の
指
摘
を
受
け
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
の
文
書
の
注
釈
を
変
更
し
た
と

説
明
。
具
体
的
に
は
、
基
準
値

（
10
本
／
リ
ッ
ト
ル
）
に
つ
い

て
、
当
時
は
こ
の
基
準
を
目
安
と

し
て
用
い
て
い
た
が
、「
現
在

は
、
環
境
省
の
近
年
の
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
結
果
か
ら
、
総
繊
維
濃
度
が

概
ね
１
本
／
リ
ッ
ト
ル
以
下
で
あ

る
場
合
に
、
一
般
大
気
環
境
と
同

レ
ベ
ル
で
あ
る
と
評
価
し
て
い
ま

す
」
と
加
え
た
と
説
明
し
た
。

　

協
会
は
、
過
去
の
文
書
を
現
在

修
正
す
る
こ
と
は
望
ま
し
く
な
い

こ
と
、
当
時
の
測
定
は
危
険
な
青

や
茶
石
綿
を
測
定
し
て
い
な
い
白

石
綿
の
み
の
濃
度
で
あ
る
と
い
う

不
十
分
な
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ

で
も
石
綿
飛
散
量
は
現
在
の
目
安

を
大
幅
に
超
え
て
い
る
こ
と
を
指

摘
し
、
神
戸
市
と
し
て
現
在
、
阪

神
・
淡
路
大
震
災
当
時
の
ア
ス
ベ

ス
ト
飛
散
の
リ
ス
ク
評
価
を
ど
う

考
え
て
い
る
か
の
見
解
が
聞
き
た

い
と
要
望
。

　

神
戸
市
は
「
こ
の
場
で
は
回
答

で
き
な
い
の
で
、
持
ち
帰
っ
て
改

め
て
回
答
し
た
い
」
と
し
た
。

　

ま
た
、
肺
が
ん
検
診
の
問
診
票

に
震
災
曝
露
を
加
え
る
こ
と
に
つ

い
て
も
「
市
の
見
解
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
な
い
以
上
、
す
ぐ
に
動

く
こ
と
は
難
し
い
」
と
し
た
。

　

協
会
は
、
来
年
１
月
の
阪
神
・

淡
路
大
震
災
30
年
ま
で
に
神
戸
市

が
ア
ス
ベ
ス
ト
飛
散
の
危
険
性
を

認
め
、
検
診
受
診
を
市
民
に
限
ら

ず
、
全
国
の
被
災
者
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
方
々
に
も
呼
び
か
け
る
よ

う
強
く
求
め
た
。
こ
の
問
題
に
つ

い
て
は
引
き
続
き
、
市
と
協
議
を

続
け
て
い
く
予
定
。

ベ
ス
ト
の
影
響
は
基
本
的

に
小
さ
い
と
考
え
て
い

る
」
と
す
る
文
書
を
公
表

し
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
、
こ
の
認
識
は
現
在
も

神
戸
市
の
認
識
な
の
か
と

確
認
。
市
は
「
当
時
の
文

書
で
あ
り
、
見
直
し
を
検

討
し
て
い
る
」
と
回
答
し

て
い
た
。

　

ま
た
、
ア
ス
ベ
ス
ト
検

診
の
改
善
（
Ｘ
線
を
経
な

い
で
も
不
安
の
あ
る
方
へ

の
低
線
量
Ｃ
Ｔ
検
査
を
実

施
可
能
に
、
肺
が
ん
検
診

神戸市（左）の見解を問う上田評議員（右３人目）・
森岡副理事長（右４人目）　　　　　　　　　　

環境・公害対策部が神戸市と懇談

阪神・淡路大震災時の
アスベスト飛散の認識問う
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「医師おおさわ芳清「医師おおさわ芳清をを知事知事にに、県民医療、県民医療のの充実充実をを」」
有志の会「ウィーラブひょうごドクターズ　おおさわ芳清を知事にする会」アピール有志の会「ウィーラブひょうごドクターズ　おおさわ芳清を知事にする会」アピール

各地から賛同の声各地から賛同の声
　

11
月
17
日
投
開
票
の
兵
庫
県
知
事
選
挙
で
、
お
お
さ
わ
芳
清
候
補
を
支
援
す
る
「
ウ
ィ
ー
ラ

ブ
ひ
ょ
う
ご
ド
ク
タ
ー
ズ　

お
お
さ
わ
芳
清
を
知
事
に
す
る
会
」
が
呼
び
か
け
た
ア
ピ
ー
ル

「
医
師
お
お
さ
わ
芳
清
を
知
事
に
、
県
民
医
療
の
充
実
を
」
に
対
す
る
賛
同
が
、
県
内
の
医
師

・
歯
科
医
師
１
８
４
人
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
賛
同
者
一
覧
を
掲
載
す
る
（
11
月
８
日
時

点
、
順
不
同
）。

大
澤
候
補
へ
の
支
援
を
訴
え
る
武
村
先
生
（
左
）、

郷
地
先
生
（
右
）　
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　すぐ　すぐ
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〈診療情報連携共有料〉

歯科保険請求
153

Ｑ１　診療情報連携共有料（情共）
は、１と２に再編され、どちらも
120点と同じ点数で間違えやすい
が、どう違うのか。
Ａ１ 情共１は、医科の保険医療機
関または保険薬局に対して、慢性疾
患または全身疾患の管理が必要な患
者に対し、その患者の同意を得て、
検査結果もしくは服用薬の情報など
を、「文書など（電話、ファクシミ
リ、電子メールなどを含む）」で提
供を求めた場合に、保険医療機関、
保険薬局ごとに患者１人につき120
点を３カ月に１回算定できます。提
供された文書の写しはカルテに添付
します。なお、文書以外の手段で診
療情報などを求める場合には、求め
た内容をカルテに記載します。
情共２は、別の医科保険医療機関

からの求めに応じ、患者の同意を得
て、治療状況、治療計画、投薬内容
などの診療情報を「文書」により提
供した場合に、提供する保険医療機
関ごとに３カ月に１回算定できま
す。
　診療情報提供料（Ⅰ）を算定した

月から３カ月以内に、同一の保険医
療機関に対して診療情報を提供した
場合、情共を別に算定できません。
　情共は、紹介先が特別な関係の場
合は算定できません。

Ｑ２　糖尿病患者さんの医科との連
携、管理として、情共でやり取りし
ようと思うが、他にどんな点数があ
るのか。
Ａ２　①歯科疾患管理料の総合医療
管理加算（総医）50点の対象病名に
追加。②機械的歯面清掃処置（歯
清）が毎月算定可能。レセプト摘要
欄：糖尿病（歯清）。③SPTに歯周
病ハイリスク患者加算（Ｐリスク）
80点新設。④歯科疾患在宅療養管理
料の在宅総合医療管理加算（歯総
管）50点。
　情共を活用して医科とおおいに連
携しましょう。

　

歯
科
部
会
は
10
月
13
日
、
協
会

会
議
室
で
定
例
研
究
会
「
骨
粗
鬆

症
治
療
患
者
の
『
顎
骨
壊
死
』
と

『
骨
卒
中
』
を
予
防
し
よ
う
！

〜
薬
剤
関
連
顎
骨
壊
死
ポ
ジ
シ
ョ

ン
ペ
ー
パ
ー
２
０
２
３
の
要
点

〜
」
を
開
催
。
兵
庫
医
科
大
学
病

院
歯
科
口
腔
外
科
診
療
部
長
・
主

任
教
授
の
岸
本
裕
充
先
生
を
講
師

に
、
45
人
が
参
加
し
た
。
参
加
者

の
感
想
を
紹
介
す
る
。

　

今
回
の
定
例
研
究
会
は
Ｚ
ｏ
ｏ

ｍ
配
信
が
な
か
っ
た
た
め
、
久
し

ぶ
り
の
会
場
で
の
参
加
で
し
た
。

平
素
よ
り
患
者
さ
ん
を
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
大
変
お
世
話
に
な

っ
て
い
る
岸
本
主
任
教
授
の
講
演

を
聴
く
こ
と
が
で
き
、
ま
た
会
場

な
ら
で
は
の
話
も
し
て
い
た
だ

き
、
参
加
し
て
本
当
に
よ
か
っ
た

で
す
。

　

高
齢
者
の
骨
密
度
の
低
下
は
背

骨
の
圧
迫
骨
折
や
大
腿
骨
骨
折
に

つ
な
が
り
、
大
腿
骨
骨
折
の
５
年

生
存
率
が
50
％
で
あ
る
こ
と
に
は

衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
骨
粗
鬆
症

患
者
の
脆
弱
性
骨
折
は
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の

低
下
だ
け
で
な
く
命
に
も
関
わ
る

た
め
骨
卒
中
と
考
え
ら
れ
、
Ａ
Ｒ

Ａ
（
ビ
ス
ホ
ス
ホ
ネ
ー
ト
＋
デ
ノ

ス
マ
ブ
）
の
必
要
性
を
再
認
識
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

普
段
日
常
臨
床
で
Ａ
Ｒ
Ａ
服
用

患
者
の
抜
歯
は
顎
骨
壊
死
を
招
く

恐
れ
が
あ
り
、
で
き
れ
ば
避
け
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
し
た
。
し
か

し
炎
症
が
あ
る
歯
の
抜
歯
を
避
け

て
も
顎
骨
骨
髄
炎
さ
ら
に
は
顎
骨

壊
死
に
進
む
と
の
こ
と
。
抜
歯
自

体
が
Ｍ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｊ
（
薬
剤
関
連
顎

骨
壊
死
）
を
発
症
さ
せ
る
の
で
は

な
く
顕
在
化
さ
せ
る
と
の
こ
と
で

し
た
。

　

岸
本
先
生
は
前
向
き
研
究
、
経

口
Ｂ
Ｐ
非
休
薬
下
で
の
抜
歯
で
Ｂ

Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｊ
の
発
症
な
し
（
０
％
）

と
い
う
素
晴
ら
し
い
実
績
を
示
さ

れ
ま
し
た
。
ポ
イ
ン
ト
は
経
口
Ｂ

Ｐ
の
予
防
的
休
薬
な
し
、
術
前
１

時
間
前
に
抗
菌
薬
予
防
投
与
、
不

良
肉
芽
は
掻
爬
、
完
全
閉
創
な

し
、
と
の
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
の
内
容
に
つ
い
て
詳
し
く
丁
寧

　

協
会
尼
崎
支
部
が
加
盟
す
る

「
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
か
ら
い
の
ち

と
健
康
を
守
る
尼
崎
の
会
（
尼
崎

ア
ス
ベ
ス
ト
の
会
）」
は
10
月
19

日
、
潮
江
診
療
所
で
、『
ア
ス
ベ

ス
ト
被
害　

健
康
・
法
律
相
談

会
』
を
開
催
し
た
。

　

２
０
０
５
年
に
（
株
）
ク
ボ
タ

旧
神
崎
工
場
（
Ｊ
Ｒ
尼
崎
駅
）
周

辺
の
住
民
に
ま
で
中
皮
腫
や
肺
が

ん
な
ど
の
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
が
多

発
し
て
い
る
こ
と
が
報
道
さ
れ

た
、
い
わ
ゆ
る
「
ク
ボ
タ
シ
ョ
ッ

ク
」。
19
年
が
経
過
し
、
周
辺
住

民
の
中
皮
腫
や
肺
が
ん
の
犠
牲
者

は
毎
年
増
加
し
て
い
る
。
今
回
の

相
談
会
は
、
埋
も
れ
た
被
害
者
の

掘
り
起
こ
し
と
救
済
の
た
め
に
開

催
さ
れ
た
も
の
で
、
と
き
お
り
激

し
い
雨
が
降
る
中
、
４
人
の
市
民

が
相
談
に
来
ら
れ
た
。

　

相
談
者
は
い
ず
れ
も
70
〜
80
歳

代
。
ア
ス
ベ
ス
ト
に
曝
露
し
た
の

は
数
十
年
前
の
こ
と
だ
が
、
全
員

が
「
胸
膜
プ
ラ
ー
ク
の
所
見
が
あ

る
」
と
か
か
り
つ
け
医
に
指
摘
さ

れ
、「
咳
や
息
切
れ
が
止
ま
ら

ず
、
不
安
な
日
々
を
送
っ
て
い

る
」
な
ど
被
害
の
深
刻
さ
が
伺
え

た
。
船
越
正
信
先
生
（
尼
崎
ア
ス

ベ
ス
ト
の
会
会
長
、
潮
江
診
療
所

所
長
）
が
相
談
者
が
持
参
し
た
胸

部
Ｃ
Ｔ
画
像
を
見
な
が
ら
説
明
し

た
り
、
弁
護
士
が
賠
償
手
続
き
に

つ
い
て
相
談
に
応
じ
る
な
ど
丁
寧

に
対
応
し
た
。

　

ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
中
皮
腫
等

の
発
症
の
潜
伏
期
間
は
、
20
年
か

ら
50
年
と
い
わ
れ
て
お
り
、
被
害

者
は
ま
だ
ま
だ
埋
も
れ
て
い
る
と

推
測
さ
れ
る
。
と
り
わ
け
、
ク
ボ

タ
旧
神
崎
工
場
周
辺
に
居
住
し
て

い
た
市
民
は
ア
ス
ベ
ス
ト
関
連
疾

患
の
大
き
な
リ
ス
ク
を
負
っ
て
い

る
。

　

「
ア
ス
ベ
ス
ト
尼
崎
の
会
」
で

は
「
毎
年
、
１
回
以
上
の
ア

ス
ベ
ス
ト
検
診
を
受
診
し
よ

う
」
と
市
民
へ
の
啓
発
活
動

を
強
め
る
と
と
も
に
、
国
と

尼
崎
市
の
責
任
で
継
続
し
た

検
診
が
受
け
ら
れ
る
仕
組
み

づ
く
り
を
求
め
る
と
と
も

に
、（
株
）
ク
ボ
タ
が
被
害

者
全
員
へ
の
責
任
あ
る
対
応

を
す
る
こ
と
を
求
め
て
い

る
。

に
、
そ
し
て
と
て
も
分
か
り
や
す

く
説
明
し
て
く
だ
さ
り
理
解
が
深

ま
り
ま
し
た
。
す
ぐ
に
臨
床
で
実

践
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

貴
重
な
ご
講
演
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

【
西
宮
市
・
歯
科

Ｋ
・
Ｏ
】

感 想 文 歯
科
定
例
研
究
会

骨
卒
中
と
顎
骨
壊
死
の

予
防
の
重
要
性
を
改
め
て
認
識

抜
歯
の
際
注
意
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
を

説
明
す
る
岸
本
先
生　
　
　
　
　
　

非営利だから掛金を安く
保障を手厚く

介護保険Sasa*L誕生！
ササエル

ドクターに
最適を提供します
ドクターに
最適を提供します

※サイバー保険もお問い合わせください。

もっと便利な積立制度

秋は「一時払」の
増額受付のみとなります

ア
ス
ベ
ス
ト
曝
露
へ
の

不
安
を
抱
え
、４
人
が
相
談
に

尼
崎
ア
ス
ベ
ス
ト
の
会
『
健
康
・
法
律
相
談
会
』

相談者が弁護士から賠償の
アドバイスをもらった　　

協会「グループ保険」ご加入中のみなさまへ

加入申し込み・お問い合せは、☎078－393－1805 共済部まで

　来年１月１日から協会「グループ保険」の事務取扱幹事会社を、これ
までの大樹生命から明治安田生命に変更させていただきます。
　今回の変更にあたって、ご加入中のみなさまに改めてお手続きいただ
く必要はありません。また、現在ご加入中の保険金額、保険料等もなん
ら変わりませんのでご安心ください。
　なお、今回の事務取扱幹事会社の変更により、募集パンフレット、加
入申込書、被保険者票等はこれまでのものとレイアウトが変わりますの
でご了承ください。

新規・増額可能年齢を70歳に引き上げます
　協会「グループ保険」は、来年１月１日更新から新規・増額加入お申
し込み可能年齢を、これまでの65歳から70歳に引き上げます。今回の改
善により加入・増額お申し込みが可能になった会員の皆さまは、ぜひこ
の機会にご加入ください。

事務取扱幹事会社変更のお知らせ

　歯科保険請求、返戻・減点のご相
談、個別指導についてのご相談は、
☎078－393－1809（歯科直通）まで
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図１

図４

“安定義歯”の成り立ちと
製作法の概略
　全部床義歯は、辺縁封鎖等の“維
持”や、“咬合”の安定だけで“リ
ンゴ丸かじりができる”わけではあ
りません。噛める全部床義歯とする
ためには、“噛める”を支える義歯
床に動揺を抑制する抵抗が必要にな
ります。義歯床に“支持”を最重要
とした力学的な安定（動揺を上回る
抵抗）が必要と考えます。
　抵抗には支持・把持・維持の異な
る作用があります。咀嚼時の義歯
は、片側性咬合となる咀嚼初期ほ
ど、力学的不均衡になります。噛み
方によっては、咬合力は片側で大き
くなるため、動揺の抑制は、辺縁封
鎖による維持のみでは難しくなりま
す。咀嚼時に義歯が“脱離・転覆し
ない”を、力学と抵抗を駆使して追
究することが必要です。“吸いつ
き”だけで全部床義歯は安定しませ
ん。
　抵抗は、作用反作用の法則によっ
て、義歯床からの出力だけでなく、
粘膜面の性状（粘弾性と被圧変位）
と状態の影響を受けます。粘膜面
は、圧力が大きくなるほど反発する
力が生じます。さらに過剰な圧力に
対しては、痛みが生じ、警告しま
す。義歯の安定には、義歯床から粘
膜面へ、応力が無理なく伝播する接
触状態の追究が重要になります。粘
膜面の影響を考慮せずに義歯の安定
は考えられません。安定する義歯床
の製作のためには、十分に抵抗する
状態に変位や移動した粘膜面の印象
が必要になります。 
　咀嚼初期の片側性咬合時の義歯の
安定は、咀嚼末期の両側性咬合時
（空口時）に義歯が十分に安定して
いることが条件になります、咀嚼は
繰り返し行われます。空口時に少し
でも落ち着かない義歯での安定した
咀嚼は不可能と考えます。“リンゴ
丸かじりができる”には、両側性咬
合時（空口時）の義歯床に、抵抗す
る状態（接触状態）を追究した設定
が必要と考えます。
　演者は、“義歯の安定”の科学
（力学と抵抗）による追究過程を踏
まえて製作した全部床義歯を“安定
義歯”としています。咬合（咀嚼）
時に脱離（脱落）したり、食渣が挟
まる義歯では安定義歯とは言えませ
ん。安定義歯（すっぽんデンチャ
ー）は、前歯で噛んでも脱離（脱
落）しない上顎義歯と、機能にかか
わらず維持のある下顎義歯を目標に
製作されます（図１）。
　安定義歯は、安定の追究過程を踏
まえて製作した仮義歯（ろう義歯）
をトレーとした機能印象法によって
製作します。以下に製作法の概要を
示します。

１ 、仮義歯（ろう義歯）の製作は、
「力学と抵抗の理論（原則）」に基
づいて、手順通りに行う。

① 発音・咀嚼・嚥下等の口腔内の機

能を妨げることなく、動揺もしに
くい下顎咬合平面の位置（垂直
的、水平的）を、舌の形態や動態
と、口唇を含む周囲粘膜面との接
触や力の方向の追究によって設定
する。
② 片側性咬合時の力により安定する
義歯（人工歯＋義歯床面＋床縁）
の形態を、力学（てこの原理）の
追究によって設定する。
③ 両側性咬合時の力を粘膜面へ最大
かつ適切に伝播する義歯床面（義
歯粘膜面＋研磨面）の状態を、抵
抗する状態（接触状態）の追究に
よって設定する。
２ 、安定する全部床義歯の粘膜面の
印象を行うために、「１」で製作
した仮義歯（ろう義歯）をトレー
として、両側性咬合時に抵抗が最
大となる粘膜面の形態と状態の印
象を行う。

「安定する義歯床」に必要な機能
印象＝「接触面咬座印象＋接触面
調和印象」の連合印象

　全部床義歯の機能時の印象は、印
象材が義歯床と粘膜面の間に介在す
るため、印象材も力学と抵抗の影響
を受けることになります。印象材の
介在によって、粘膜面への応力負担
が変わるようでは粘膜面の精密な機
能印象はできません。印象材も含め
て、科学（力学と抵抗）で理解でき
る印象とする必要があると考えます
（図２、３）。したがって、無圧印
象の光学印象や、印象材として不適
切なコンディショナーによるダイナ
ミック印象は、不可と考えます。
３ 、新義歯は、技工による製作以上

千葉県・ぐみょう今井歯科医院理事長 今井　守夫先生講演

“義歯の安定”の科学による追究が可能にした

“リンゴ丸かじりができる”全部床義歯
～“安定義歯”（すっぽんデンチャー）の紹介と製作法～

に調整が重要。
　新義歯の製作にあたって如何に慎
重を期しても、誤差や歪が生じま
す。そのため、調整が重要になりま
す。調整は、バリやアンダーカット
等の“装着に必要な調整”と、その
後の審美や各種試験の結果による
“機能に必要な調整”に分けて行い
ます。調整は、疼痛等の緊急性を要
する部位以外、製作法同様に「力学
と抵抗の理論（原則）」に基づい
て、人工歯より確認しトップダウン
で行うことが大切です。

　科学による理論（原則）に基づい
た製作法は、従来の教科書や対症療
法的な製作法と異なり、“機能時に
安定する義歯”の製作に焦点を当て
た、症例の難易度や術者の技能に依
存しにくい製作法です。粘膜面と印
象材の性状の追究と、科学的な根拠

を有する印象法が、安定する義歯の
粘膜面の印象を可能とします（図
４）。“リンゴ丸かじりができる”全
部床義歯、つまり、“食”にこだわ
った“安定義歯”の製作が可能にな
ります。
　詳細は、著書を参考にしてくださ
い。
　『リンゴ丸かじりができる　Imai 
Method Complete Denture　片側性
・両側性咬合平衡に深く配慮した全
部床義歯』、今井守夫著、デンタル
ダイヤモンド社

　来年度は、安定義歯（すっぽんデ
ンチャー）の製作法の実際として、
視点を術者にあて、実際に診療して
いる演者の姿（動画）から、臨床手
技について勉強していただく予定で
す。
（７月28日、歯科定例研究会より）

全部床義歯を安定義歯とするために
必要な，二つの重要な試験

「安定を追究した製作法」の要点
“安定義歯（すっぽんデンチャー）”製作法の流れ

安定する全部床義歯の製作には，
舌の形態・位置・動きと，粘膜面の被圧変位・粘弾性（反発）を考慮した

“力学と抵抗の理論（原則）”に基づいた安定の追究が必要．

１．両側性咬合時の安定を追究した“ろう義歯（or仮義歯）”の製作．
　　　“安定の追究は，下顎咬合平面→力学→抵抗，の順に行う”

２．１．の安定を追究したろう義歯を用いて（トレーとして），
　　両側性咬合時の接触面咬座印象と接触面調和印象の連合印象を行う．

３．新義歯の製作（精度の良い重合法や，３Ｄプリンターによる製作）

４．新義歯の調整（完成義歯とするために，歪や誤差の除去）

下顎義歯の維持だけで，リンゴ丸かじりは不可能．
噛むと，上顎義歯は下顎より先に脱離・転覆する．

↓
上顎義歯は，

下顎以上に力学的な安定が必要 ！

下顎義歯の，合釘抜去鉗子による
維持力試験

まとめ

製作法の要点

機能時の印象のため，
光学印象は不可

正確な咬座印象とするためには，
トレーや基礎床に厳密な調整，

および印象材に弾性を排除する仕組みが重要

図３

咬座印象と完成したすっぽんデンチャーの
粘膜面観と咬合面観の検討印象をそのままレジン

に置き換えるだけで
義歯は完成する

座ぶとん印象は
ダメ！

図２

“脱離・転覆しない義歯”の製作のためには，
印象法にこだわる必要がある

印象は，安定義歯の製作（力学と抵抗）を

念頭に置いて行うことが大切（“機能時の粘膜面”の印象法） ！

↓
機能時の印象では，印象材も力学と抵抗の影響を受けるため，
印象材も含めて，印象を科学（力学と抵抗）で考える必要があると考えます．

➡ 選択と使用法にこだわる必要がある．
（粘弾性を有する印象材の使用による，粘弾性体である粘膜面の精密な印象は難しい）

印象法
各論

安定義歯の製作に
必要な印象法の考え方

無圧印象の光学印象や，印象材として不適切なコンディショナーによるダイナミック印象は，
科学で理解できる機能時の粘膜面の印象法ではないため，現状では不可と考えます．

上顎義歯の，デンタルミラーの柄の咬合による
脱離・転覆試験

協会共済部☎078‒393‒1805

年末･年始に保険医年金で
資金調達される方へ 　　

　

年
末
年
始
に
、
保
険
医
年
金

の
融
資
や
解
約
一
時
金
を
ご
利

用
の
先
生
は
、
お
早
め
に
協
会

事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。解

約
一
時
金

　

年
内
に
解
約
一
時
金
が
必
要

な
場
合
は
、
書
類
を
12
月
13
日

（
金
）
必
着
で
お
送
り
く
だ
さ

い
。
な
お
、
年
末
と
年
始
の
２

回
に
分
け
て
解
約
さ
れ
る
と
税

対
策
上
有
利
で
す
。

年
金
融
資

●

年
末
に
資
金
が
必
要
な
場
合

申
込
締
切　

12
月
19
日（
木
）

実
行
日　

12
月
27
日（
金
）

●

年
始
に
必
要
な
場
合

申
込
締
切　

12
月
25
日（
水
）

実
行
日　

１
月
10
日（
金
）
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お問い合せは保険医協会 共済部（ ）まで

協会の介護保険 11月20日
締切迫る！Sasa*Lは保険料が断然安い！

ぜひ、他の介護保険商品と比べてください

ご加入例

月額 2,960円で

2000万円保障

ご本人
（46歳男性）

月額 944円で

800万円保障

配偶者
（41歳女性）

月額 1,829円で

100万円保障

ご本人の父
（75歳男性）

月額 547円で

100万円保障

配偶者の母
（70歳女性）

「配偶者」「本人の実父母」のご加入には、先生ご本人のご加入が必須です。
「配偶者の実父母」のご加入には、配偶者のご加入が必須です。

2025年１月１日発足

月払掛金合計 6,280円

保障額と月払掛金（概算）

介護に対する備えは万全ですか？

ある日突然型

要介護状態になる原因の約３割が「ある日突然」です

出典：厚生労働省「2019年
国民生活基礎調査の概況」を
もとに作成

要介護者（要介
護1～5）の原因

認知症
24.3%

その他
24.4%

骨折・転倒
12.0%

脳血管疾患
（脳卒中）
19.2%

高齢による衰弱
11.4%

不明・不詳
1.7%

関節疾患
（リウマチ等）
6.9%

2025年１月１日発足

毎月
20日締切
翌 月々
1日発足

 （単位：円）

対象 本人 配偶者
生活介護保険金
（年金基金） 2,000万円 1,000万円 800万円 500万円 100万円

10年確定年金の給付例
（年金月額） 約17.2

万円 約8.6万円 約6.9万円 約4.3万円 一時金
受取のみ年齢 性別

新
規
加
入
・
継
続
加
入

22歳～35歳
（H1.7.1生～
H15.6.30生）

男性 2,240 1,120 896 560 112

女性 2,220 1,110 888 555 111
36歳～40歳
（S59.7.1生～
H1.6.30生）

男性 2,400 1,200 960 600 120

女性 2,280 1,140 912 570 114
41歳～45歳
（S54.7.1生～
S59.6.30生）

男性 2,580 1,290 1,032 645 129

女性 2,360 1,180 944 590 118
46歳～50歳
（S49.7.1生～
S54.6.30生）

男性 2,960 1,480 1,184 740 148

女性 2,560 1,280 1,024 640 128
51歳～55歳
（S44.7.1生～
S49.6.30生）

男性 3,700 1,850 1,480 925 185

女性 3,020 1,510 1,208 755 151
56歳～60歳
（S39.7.1生～
S44.6.30生）

男性 5,180 2,590 2,072 1,295 259

女性 3,960 1,980 1,584 990 198
61歳～65歳
（S34.7.1生～
S39.6.30生）

男性 8,140 4,070 3,256 2,035 407

女性 6,100 3,050 2,440 1,525 305
66歳～70歳
（S29.7.1生～
S34.6.30生）

男性 14,620 7,310 5,848 3,655 731

女性 10,940 5,470 4,376 2,735 547

更
新
の
み

71歳
（S28.7.1生～
S29.6.30生）

男性 - 10,780 8,624 5,390 1,078

女性 - 8,170 6,536 4,085 817
72歳
（S27.7.1生～
S28.6.30生）

男性 - 12,250 9,800 6,125 1,225

女性 - 9,410 7,528 4,705 941
73歳
（S26.7.1生～
S27.6.30生）

男性 - 14,030 11,224 7,015 1,403

女性 - 10,870 8,696 5,435 1,087
74歳
（S25.7.1生～
S26.6.30生）

男性 - 16,060 12,848 8,030 1,606

女性 - 12,620 10,096 6,310 1,262
75歳
（S24.7.1生～
S25.6.30生）

男性 - 18,290 14,632 9,145 1,829

女性 - 14,700 11,760 7,350 1,470
☆ 被保険者の年齢は、加入日（2025年１月１日）現在を基準に満年齢で計算し、１年未満の端数月については、６ヵ月以下の場合は
切り捨て、６ヵ月を超える場合は１歳切り上げて計算します。

☆記載の掛金は概算掛金であって、正規掛金は申込締切後算出し、初回より適用します。
☆ 配偶者・親のみの加入はできません。本人の加入が条件となります。配偶者の親が加入する場合には、配偶者の加入が条件となりま
す。

☆更新時の年齢により、掛金は変わりますのでご確認ください。
☆配偶者の保険金額は本人と同額またはそれ以下とします。
（注）年金額は現時点では確定していません。
　　　 上記記載の年金月額は、2024年６月１日現在の予定利率による試算額であり、将来のお支払額をお約束するものではありませ

ん。なお、年金額は年金基金設定時（保険金支払時）に決定します。

【本人・配偶者】※配偶者は800万円・500万円・100万円コースのみとなります。
 （単位：円）

対象 本人・配偶者
の実父母

生活介護保険金 100万円
10年確定年金の給付例

（年金月額） 一時金
受取のみ年齢 性別

新
規
加
入
・
継
続
加
入

40歳～45歳
（S54.7.1生～S60.6.30生）

男性 129
女性 118

46歳～50歳
（S49.7.1生～S54.6.30生）

男性 148
女性 128

51歳～55歳
（S44.7.1生～S49.6.30生）

男性 185
女性 151

56歳～60歳
（S39.7.1生～S44.6.30生）

男性 259
女性 198

61歳～65歳
（S34.7.1生～S39.6.30生）

男性 407
女性 305

66歳～70歳
（S29.7.1生～S34.6.30生）

男性 731
女性 547

71歳
（S28.7.1生～S29.6.30生）

男性 1,078
女性 817

72歳
（S27.7.1生～S28.6.30生）

男性 1,225
女性 941

73歳
（S26.7.1生～S27.6.30生）

男性 1,403
女性 1,087

74歳
（S25.7.1生～S26.6.30生）

男性 1,606
女性 1,262

75歳
（S24.7.1生～S25.6.30生）

男性 1,829
女性 1,470

76歳
（S23.7.1生～S24.6.30生）

男性 2,084
女性 1,704

77歳
（S22.7.1生～S23.6.30生）

男性 2,374
女性 1,991

78歳
（S21.7.1生～S22.6.30生）

男性 2,712
女性 2,344

79歳
（S20.7.1生～S21.6.30生）

男性 3,097
女性 2,740

80歳
（S19.7.1生～S20.6.30生）

男性 3,524
女性 3,186

81歳
（S18.7.1生～S19.6.30生）

男性 3,999
女性 3,695

82歳
（S17.7.1生～S18.6.30生）

男性 4,517
女性 4,269

83歳
（S16.7.1生～S17.6.30生）

男性 5,068
女性 4,904

84歳
（S15.7.1生～S16.6.30生）

男性 5,633
女性 5,582

85歳
（S14.7.1生～S15.6.30生）

男性 6,195
女性 6,270

親介護特約【本人・配偶者の実父母】


